
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月１０日（日）本部会議室において第５回系統別（検修）意見交換会を新型

コロナウイルス感染症対策をとり、首都圏以外の仲間はテレビ会議システムを用

いて開催しました。 

 

 

 

 

 

 

●２１春闘に向けて 

 ＪＲ東労組が１月に発行した職場討議資料を用いて２１春闘に向けて議論を

行いました。期末手当とベースアップの違いや「雇用確保」「定期昇給確保」「ベ

ースアップ要求」について職場で議論していくことを意思統一しました。参加者

からは『車両への防犯カメラ設置などにより業務量が増加し、労働密度が上がっ

ている。ベースアップは必要だ。』『社友会ではベースアップを求めることが出来

ない。ＪＲ東労組の必要性を訴えていく。』などの意見が出されました。 

 

●職場活動について 

 「要員不足により他の科から人をやりくりして業務を回している」など、職場

で抱えている問題を出し合いました。また組織拡大に向けて各職場で行っている

実践や悩みを出し合いました。組織拡大を実現した仲間から教訓を学び、『自分

にとってのＪＲ東労組とは何か？』を議論しました。 

自分たちは労働者であることを自覚し、春闘を通じて仲間に労働者意識を促し、

組織強化・拡大を実現しようと全体確認しました。 
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